
    

町
消
防
団
消
防
操
法
大
会 

５
／
１２ 

 
 

第
52

回
福
﨑
町
消
防
団
消
防
操
法

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
辻
川
分
団

を
含
む
全
32

分
団
が
参
加
し
て
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
競
っ
た
。

順
位
は
僅
差
で
、
惜
し
く
も
第
９ 

位
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
３
番

員
の
吉
田
昌
史
君
が
満
点
で
団
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

 

を
受
賞
し
た
。 

灯籠点灯 

 

民俗学の夕べ準備 

 

             
 

               
 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 

 

                          

   

協
議
員
会
は
今 

６
～

８

月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

放
送
設
備
点
検
を
受
け
て 

② 

「
民
俗
学
の
夕
べ
」
の
内
容
と

役
割
分
担
の
確
認 

③ 

ク
リ
ー
ン
作
戦
に
つ
い
て 

④ 

新
公
民
館
立
地
条
件
検
討 

⑤ 

公
民
館
地
の
戸
籍
収
集
進
捗 

⑥ 

賃
貸
集
合
住
宅
の
調
査
・
基
準

の
再
検
討 

⑦ 

会
員
・
非
会
員
等
の
自
治
会
費

徴
収
規
定
再
検
討 

⑧ 

秋
祭
り
の
役
割
分
担
や
昼
食

準
備
に
つ
い
て 

⑨ 

敬
老
の
祝
金
は
75
歳
以
上

156

名
を
対
象
に
。 

        

当
面
の
予
定 

 

９
月
２９
日 

道
普
請
（
少
雨
決
行
） 

１０
月
上
旬 

鈴
の
森
神
社
境
内
掃
除 

〇
〇
１２
・
１３
日 

秋
祭
り 

１１

月
2

日 

臨
時
隣
保
長
各
種
団
体
会

議

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
葉
ボ
タ
ン
植
替 

１１
月
１７
日 

総
合
自
主
防
災
訓
練 

１２
月
７

日 

隣
保
長･

各
種
団
体
会
議 

 
 

      

 

 
 
 
 

 
 
 

 

  
 
 

             

事
業
報
告 

◆
５
月
19
日
（
日
）
溝
普
請 

梅
雨
を
前
に
溢あ

ふ

れ
や
す
い
溝
さ

ら
い
は
で
き
ま
し
た

か
。
併
せ
て
、
雲
津

川
草
抜
き
、
鈴
の
森

枯
れ
枝
伐
採
、
髙
藤

稲
荷
鳥
居
塗
装
と
剪

定
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

◆
７
月

13
日
（
土
） 

隣
保
長
・
各
種
団
体
会
議 

① 

民
俗
学
の
夕
べ
の
詳
細
説
明 

② 

放
送
設
備
点
検
結
果 

③ 

公
民
館
建
設
候
補
地
意
見
交
換 

◆
７
月

19
日
（
金
） 

人
権
教
育
・ 

青
少
年
健
全
育
成
研
修
会 

夏
休
み
前
に
、
小
学
生
を
交
え
て

自
治
会
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ま
ず
田
原
小
学
校
と
福
崎
町
教

育
委
員
会
の
先
生
か
ら
子
ど
も
を

取
り
巻
く
現
状
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
そ
の
後
、
ネ
ッ
ト
社
会
に

お
け
る
部
落
差

別
と
人
権
を
テ

ー
マ
に
し
た
啓

発
ビ
デ
オ
「
大

切
な
ひ
と
」
を

参
加
者

28

名

で
鑑
賞
し
ま
し

た
。 

◆
８
月
３
日
（
日
） 

民
俗
学
の
夕
べ 

７
月
28
日(

日)

早
朝
、
隣
保
長
さ

ん
を
中
心
に
手
作
り
灯
籠(

大
22

個
、
小

122
個)

を
設
置
し
ま
し
た
。 

本
番
当
日
夕
刻
、
「
吊
り
灯
籠
」

に
灯
り
が
と
も
る
頃
、
26
回
目
と

な
る
恒
例
の
辻
川
区
「
民
俗
学
の
夕

べ
」
が
、
「
み
つ
め
よ
う
柳
田
國
男

 

秋
祭
り
に
思
う
こ
と 

区
長 

 

田
﨑 

正
和 

東
日
本
大
震
災
で
は
祭
り
や
郷
土
芸
能
が
被

災
者
の
心
の
復
興
に
果
た
す
役
割
が
注
目
さ
れ

た
そ
う
で
す
。
変
わ
り
果
て
た
風
景
の
中
に
祭
り

の
記
憶
が
呼
び
起
さ
れ
「
全
て
失
っ
た
わ
け
で
は

な
い
」
と
思
わ
せ
て
く
れ
た
と
の
報
告
（
令
和
6

年
3
月
6
日
神
戸
新
聞
）
が
あ
り
ま
し
た
。
最

近
の
「
屋
台
乗
り
子
辞
退
」
の
話
を
聞
く
に
つ
け
、

辻
川
が
こ
の
地
で
育
つ
子
ど
も
に
と
っ
て
い
つ

ま
で
も
『
ふ
る
さ
と
』
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
秋
祭
り
に
関
わ
る
新
旧
住
民
間
で
役
割

分
担
に
つ
い
て
齟
齬

そ

ご

を
き
た
し
て
い
る
よ
う
な

話
も
耳
に
し
ま
し
た
。
何
を
以も

っ

て
古
い
住
民
・
新

し
い
住
民
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。
辻
川
は
昔
（
少

な
く
と
も
数
百
年
前
）
か
ら
街
道
筋
の
町
場
で
し

た
か
ら
、
多
く
の
先
人
（
商
人
・
職
人
）
が
入
れ

替
わ
り
立
ち
代
わ
り
こ
の
地
に
集
い
、
お
互
い
に

気
を
遣つ

か

い
な
が
ら
も
協
力
し
て
他
所
に
負
け
な

い
町
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
今
は
小
売
店
や
町

工
場
も
少
な
く
な
り
生
活
に
便
利
な
住
宅
地
へ

と
変
貌

へ
ん
ぼ
う

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
新
し
い
住
民

を
受
け
入
れ
る
ハ
ー
ド
ル
は
低
い
と
私
は
思
っ

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
気
に
進
ん
だ
ネ
ッ
ト

社
会
の
弊
害

へ
い
が
い

が
出
て
き
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

秋
祭
り
で
は
家
か
ら
出
て
、
顔
を
見
な
が
ら
い
っ

ぱ
い
話
し
ま
し
ょ
う
。 

 

【
お
願
い
と
お
知
ら
せ
】 

○ 

5

／

19
の
区
内
放
送
設
備
一

斉
点
検
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課

題
箇
所
に
つ
い
て
は
、
新
設
や
付

替
え
な
ど
令
和
7･

8
年
度
の

町
補
助
金
対
象
事
業
と
し
て
申

請
し
ま
す
。
今
し
ば
ら
く
お
待
ち

く
だ
さ
い
。 

○ 

現
公
民
館
地
共
有
登
記
者
子

孫
の
戸
籍
収
集
作
業
の
進
捗
状

況
は
8
月
現
在
約
40
％
で
、
複

雑
な
相
続
関
係
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
全
体
像
は
ま
だ

見
え
て
い
な
い
（
大
野
偉
貴
司
法

書
士
）
と
の
こ
と
で
す
。 

● 

秋
祭
り
の
宵
宮(

10
／
12
の
夜

に
公
民
館
前
で
、
観
客
も
含
め
集

ま
っ
て
い
る
人
全
員
に
豚
汁
を

用
意
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
豚
汁

賄
ま
か
な

い
の
有
志
を
募

集
し
ま
す
。
応
募
い
た
だ
け
る
方

は
10
／
10
ま
で
に
最
寄
り
の
協

議
員
か
祭
典
委
員
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。 
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鬼太鼓 

 

鬼太鼓 

ナレーター 

地蔵堂北の小排水路 

 

絵馬アクリル板設置 

 

自
立
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
で
、
８
月

に
安
否
確
認
タ
オ
ル
450
枚
、
２
Ｌ
保
存

水
315
本
、
乾
パ
ン(
缶
な
し)

480
食
購
入 

補修・新調 

された標識 

 



夜店 

   

       

 本
殿    《東側》 

《西側》   

 拝 殿 
   １．田尻 

２．大門 

４．中島                 ３．西光寺 

６．井ノ口                ５．辻川  

８．北野           ７．加治谷  

１０．西野            ９．吉田 

１２．八反田            １１．長目                 

   １３．亀坪 

（辻川の休憩場所は屋台の東） 

 ※宮出は宮入とは逆順に (一昨年までの４台練りに戻る) 

 

 舞 台 
 

鬼太鼓 

の

ふ

る

さ

と 
過
去
・
現
在
・

未
来
」
を
テ
ー

マ

に

開

会

。 

最
初
の
演
目
は

和
太
鼓
「
和
楽
」

の
勇
壮
な
演
奏
、
続
い
て
、
「
マ
ジ

シ
ャ
ン
鈴
木
」
の
息
を
呑
む
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
と
、
「
山
田
文
庫
」
の
か

わ
い
い
キ
ッ
ズ
と
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
、

更
に
「
祝
谷
真
帆
＆
名
定
澄
子
」
の

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
＆
ピ
ア
ノ
演
奏

と
、
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
ト
リ
を
飾
る
辻
川
鬼
太

鼓
に
は
、
小
学
６
年
生
の
子
鬼
と
ナ

レ
ー
タ
ー
が
登
場
、
全
員
で
餅
ま
き

を
し
ま
し
た
。 

本
年
度
は
ガ
ラ
ガ
ラ
抽
選
お
楽

し
み
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
各
種

団
体
に
よ
る
手
作
り
夜
店
も
盛
況

で
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
ふ
れ
あ
い

の
場
と
し
て
、
大
切
に
し
て
い
き
た

い
イ
ベ
ン
ト
で
す
ね
。 

社
寺
行
事
の
報
告 

◆
７
月
７
日
（
日
）
夏
え
び
す 

 

恵
美
酒
社
が
宮
当
番
五
隣
保
の

皆
さ
ん
に
よ
っ
て
丁
寧

て
い
ね
い

に
飾
り
付

け
ら
れ
た
。
辻
川
山
西
麓
に
求
め
て

い
る
竹
も
最
近
は

減
少
気
味
と
の
声

に
、「
玉
垣
の
な
い

と
こ
ろ
を
優
先
し

て
も
ら
え
れ
ば
い

い
」（
区
長
）
と
の

こ
と
で
し
た
。 

◆
７
月
14
日
（
日
）
夏
ま
つ
り 

 

夏
祭
り
は
夏
越

な

ご

し

祭
と
も
い
わ
れ
、

近
年
で
は
氏
子
の

夏
の
無
病
息
災
を

祈
る
祭
事
に
。 

鈴
の
森
神
社
が

辻
川
と
井
ノ
口
の

氏
神
で
あ
る
と
の

記
載
は
今
か
ら
約

300
年
前
の
元げ

ん

文ぶ
ん

２
年
の
辻
川
村
明

細
帳
に
あ
る
。
こ
の
祭
り
も
未
来

に
つ
な
げ
て
い
け
ま
す
よ
う
に
。 

◆
８
月
23
日
（
金
）
地
蔵
盆 

お
地
蔵
さ
ん
は

「
子
ど
も
の
守
り

神
」。
小
学
生
の
全

校
登
校
日
が
重
な

っ
た
た
め
、
お
世

話
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
後
藤
さ
ん

（
５
隣
保
）、
内
藤
さ
ん
（

12
）、 

堀
さ
ん
（
８
）
は
お
下
が
り
の
お
菓

子
が
渡
せ
ず
、
待
ち
ぼ
う
け
…
。
で

も
、
お
し
ゃ
べ
り
に
花
が
咲
き
ま 

し
た
。 

秋
祭
り
の
ご
案
内 

☆ 

宵
宮
10
月
12
日
（
土
） 

☆ 

本
宮
10
月
13
日
（
日
） 

 
 
 

★
秋
祭
り
ま
で
の
予
定 

９
月
15
日(

日) 

シ
デ
設
置   

９
月
28
日(

土) 

練
子
会
議 

 
 

９
月
29
日(

日) 

◇
９
時 

幟
の
設
置 

◇
10
時 

し
め
縄
張
り 

◇
15
時 

肩
合
わ
せ 

10
月
10
日(

木)

大
鳴
ら
し 

  

 

 

               

    

 

☆
熊
野
神
社
本
宮
の
予
定 

〇
神
輿

み
こ
し

渡
御

と
ぎ
ょ 

午
前
10
時

30
分      

                  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

～
12
時 

〇
宮
入
開
始 

午
後
１
時

20
分
～ 

〇
昼
休
憩 

 
 

午
後
２
時

50
分
頃
～ 

〇
宮
出
開
始 

午
後
４
時
～ 

〇
宮
出
完
了 

午
後
５
時

30
分
頃 

 
 

 
  

                   

◆
８
月

18
日(

日)

第
43
回
自
治
会

対
抗
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

二
回
戦 

３ 

対 

４ 
 

板
坂 

今
年
は
二
回
戦
か
ら
。
一
歩
及

ば
な
か
っ
た
が
、
エ
ラ
ー
の
少
な

い
し
ま
っ
た
試
合
で
、
相
手
の
板

坂
チ
ー
ム
は
決

勝
ま
で
進
み
同

点
ジ
ャ
ン
ケ
ン

で
２
位
に
。
来

年
こ
そ
は
と
上

原
監
督
の
鼻
息

は
荒
い
。
チ
ー

ム
の
雰
囲
気
や

ベ
ン
チ
の
応
援

は
福
崎
Ｎ
Ｏ
．
１
で
し
た
。 

♥
大
募
集
♥ 

「
私
の
昭
和
の
時
代
」

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

  

編
集
後
記 

今
年
の
夏
は
、
酷
暑
の
中
、
パ
リ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
選
手
の

活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
体
操
、
卓
球
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、

柔
道
、
馬
術
な
ど
の
団
体
競
技
の
メ

ダ
ル
獲
得
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

団
体
競
技
は
「
共
に
」
助
け
合
い
、

励
ま
し
合
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
「
共
に
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、
私
た
ち
の
普
段
の
生
活
に
も

置
き
換
え
て
も
大
切
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、
秋

祭
り
に
向
け
て
「
共
に
」
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

〔
吉
田
和
司
〕 

乗
子
10

名
（
内
、
4

年
生
新

乗
子
２
名
） 

☆
屋
台
宮
入
順
と
宮
中
で
の
位
置 

 

準 優 勝 

●
区
内
５
ヶ
所
の
交
差 

点
に
今
秋
か
ら
設
置
す 

る
「
通
行
注
意
看
板
」 

和太鼓 ナレーター 

今
号
で
予
定
し
て
い
た
辻
川
の

 
｢

狐
追
い｣

は
次
号
で
紹
介
し
ま
す
。 

 

●町消防団消防操法大会 5／12 (日) 
第５４回福﨑町消防団消防操法大会が開催され、
辻川分団は全３２分団中、惜しくも第９位でし
た。その中で、３番員の吉田昌史氏が満点で団長
賞を受賞しました。 

 

マジック 


